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E

り
、
先
代
か
ら
豆
腐
座
を
勤
め
て
、
銀
五
校
の
運
上
一
え
る
。

を
納
れ
た
か
ら
、
そ
こ
に
五
枚
町
の
名
を
泊
し
た
と
一
ド
ウ
マ
ン
ジ
遁
満
寺
河
北
部
上
回
告
に
あ
つ

も
縛
へ
る
。
寛
永
三
年
朝
鮮
役
の
際
渡
来
し
た
氷
天
一
た
筒
洞
宗
の
寺
院
で
、
培
司
小
器
庵
・
商
明
寺
・
随
髄

粛
と
い
ふ
者
が
金
持
に
来
。
、
七
右
衛
門
と
窮
し
て
一
寺
・
長
諮
寺
・
永
照
寺
を
有
し
た
が
末
森
戦
後
佐
々

豆
腐
製
造
を
初
め
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
の
製
法
に
ょ
っ
一
成
政
の
鑓
に
儲
か
れ
た
と
い
ふ
c

た
も
の
と
見
え
る
。
そ
の
頃
ま
だ
何
人
も
自
前
に
製
一

F
ウ
ミ
百
海
路
島
郡
踏
の
内
の
小
字
。

す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
が
、
寛
文
六
年
十
一
周
そ
一
ト
ウ
ミ
ゲ
ン
ナ
イ
束
美
源
内
金
制
作
の
浪
人
。

の
禁
を
解
除
し
、
元
政
六
年
三
周
に
は
論
斑
梁
を
停
一
深
甚
流
の
剣
術
及
び
無
拍
子
流
の
和
義
を
荻
原
十
磁

止
す
る
等
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
に
摂
び
、
そ
れ
を
門
人
に
敬
へ
て
生
涯
を
法
っ
た
。

ト
ウ
フ
ヤ
h
F
Z

モ
ン
豆
宿
屋
太
右
衛
門
越
前
一
正
徳
四
年
授
。

屋
賢
良
の
僚
記
に
、
『
除
際
公
ハ
前
問
光
高
〉
被
召
上
御
一
ド
ウ
ミ
ヨ
ウ
同
首
同
名
と
も
都
く
。
十
村
組

臓
部
用
之
豆
腐
は
、
豆
腐
屋
太
右
衛
門
方
に
刷
出
来
一
の
内
で
、
廷
に
辿
合
を
作
る
五
ヶ
村
の
肝
煎
仲
聞
の

指
上
候
分
、
共
風
味
甚
宜
蚊
同
御
怠
被
成
、
依
耐
共
一
こ
と
で
あ
る
。
文
政
二
年
の
令
に
、
『
諸
都
村
々
之

以
後
は
御
料
理
之
節
必
同
人
ヘ
被
仰
付
被
召
上
た
一
内
、
肝
煎
立
替
之
節
、
近
年
間
商
納
得
方
急
三
捌
不

。
。
故
に
正
保
二
年
御
逝
去
後
、
質
問
寺
御
塊
展
御
一
申
、
彼
是
及
川
挫
々
、
不
得
止
組
合
顕
等
之
内
花
、
賞

牌
前
へ
御
簸
供
に
指
上
皮
凶
問
、
太
右
衛
門
相
聞
御
悩
一
分
肝
煎
代
り
巾
付
阿
も
有
之
云
々
。
』
と
見
え
る
如
き

相

成

。

』

と

あ

る

。

一

は

是

で

あ

る

。

ド
ウ
へ
イ
ジ
ン
ジ
ヤ
遺
幣
紳
枇
鳳
京
都
鵜
川
一
ト
ウ
ミ
ヨ
ウ
ア
ン
燈
明
庵
金
持
田
丸
町
に
在

に
あ
っ
た
が
、
今
菅
原
跡
祉
に
併
合
せ
ら
れ
た
σ
能
一
っ
て
、
官
制
宗
に
臨
す
る
o
山
鋭
は
妙
光
山
。
初
め

費
名
跡
志
に
、
『
後
の
高
与
を
議
光
寺
山
と
い
へ
り
。
一
野
々
市
大
来
寺
境
内
に
在
り
、
後
に
大
豆

m河
原
に

此
麓
に
道
幣
の
宮
と
い
ふ
あ
り
。
御
柳
体
猿
悶
彦
の
一
移
っ
た
が
、
明
府
三
年
今
の
地
に
縛
じ
た
と
い
ふ
。

日
町
村
け
お
い
は
M
q思
議

の

告

俊

之

一

作

れ

刊

日

約

時

打

開

灯

口

仁

川

匂

ト
ウ
へ
イ
ダ
藤
平
田
川
内
ィ
石
川
泌
林
郷
に
一
紛
う
て
賜
は
っ
た
も
の
だ
と
停
へ
ら
れ
、
今
は
軍
製

鴎
す
る
部
w

m

o

-

-

一
美
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ト
ウ
へ
イ
ダ
シ
ン
藤
卒
田
新
一
一
九
ィ
ダ
石
川
↑
ド
ウ
ミ
ョ
ウ
ガ
フ
チ
道
明
淵
江
沼
郡
山
中
槌

郡
林
郷
に
鴎
す
る
部
wm
。

一

泉

地

を

流

れ

る

山

中

川

の

一

部

で

、

深

淵

一

碧

、

鏡

ト
ウ
ペ
イ
ヤ
チ
藤
平
谷
内
竹
村
ペ
路
島
都
大
一
の
ゃ
う
で
あ
る
。
『
こ
れ
こ
そ
は
用
を
あ
る
じ
ゃ
水
の

mの
内

の

小

字

。

一

色

千

代

』

ド
ウ
ホ
ウ
ジ
漣
法
寺
川
内
石
川
郡
林
郷
に
一
ト
ウ
ミ
ヨ
ウ
ジ
燈
明
寺
江
沼
郡
山
中
に
在
つ

毘
す
る
部
務
。
郷
村
名
義
抄
に
、
古
へ
こ
の
地
に
道
一
て
、
国
民
宗
東
滋
に
臨
す
る
。

法
寺
が
あ
っ
た
と
記
し
て
ゐ
る
。
滋
法
寺
村
の
名
は
、
一
ト
ウ
ミ
ヨ
ウ
ジ
懸
明
寺
能
楽
部
小
松
大
文
字

天
正
十
一
年
四
周
期
初
柴
秀
吉
の
奥
へ
た
制
札
に
も
見
一
町
に
在
っ
て
、
興
宗
東
振
に
関
す
る
。
初
め
江
沼
郡

ウ

山
中
村
に
居
り
、
軍
永
十
三
年
今
の
厨
に
斡
じ
た
と

し
」
。ト

ウ
ミ
ヨ
ウ
ジ
束
明
寺
鳳
笠
郡
輪
島
に
在
っ

て
、
員
宗
東
振
に
臆
す
る
。

ト
ウ
メ
嘗
目
鳳
京
都
中
町
野
郷
に
毘
す
る
邸

務
。
枝
村
に
極
繁
寺
・
蓮
花
坊
・
修
理
問
が
あ
る
。
能

菅
名
跡
志
に
、
『
常
同
村
、
方
々
に
散
村
に
な
っ
て
、

諮
花
坊
と
い
ふ
が
往
来
也
。
千
穆
と
い
ふ
川
中
に
、

岩
井
戸
と
い
ふ
不
思
議
の
澗
あ
り
。
海
遜
よ
り
三
回

里
の
山
奥
な
れ
ど
も
汐
の
さ
し
ひ
き
あ
り
。
烏
賊
な

ど
吹
出
せ
し
こ
と
あ
り
。
昔
こ
の
澗
に
猿
鬼
と
い
ふ

者
住
み
て
人
を
取
る
。
是
を
大
穴
持
命
退
治
あ
り
て
、

共
鎚
を
祭
っ
て
今
狼
鬼
の
宮
と
て
あ
り
。
案
ず
る
に

是
は
狼
々
の
類
な
る
べ
し
。
』
と
あ
る
。

ド
ウ
メ
キ
百
成
刊
一
村
鳳
京
都
本
郷
に
属
す

る
部
w
m
o

ド
ウ
メ
キ
オ
ホ
カ
ク
マ
百
成
大
角
間
ゲ
か
に

鳳
至
郡
七
浦
庄
に
鹿
ず
る
部
帯
。
技
村
に
域
令
仙
台
内

が
あ
る
。

ト
ウ
メ
ゴ
Z

蛍
目
越
鳳
京
都
商
大
野
か
ら
悶

代
・
笛
闘
に
一
宮
山
る
道
路
中
、
入
伏
山
の
西
南
箆
を
越

え
る
聞
を
い
ふ
。

ド
ウ
モ
リ
蛍
森
能
美
郡
牛
首
ハ
今
自
陣
〉
の
内

の
小
字
。

F
ウ
モ
ン
洞
門

J
ウ
y
y
ヨ
ウ
ド
ウ
モ

y

雲
生
洞
門
。

ド
ウ
モ
ン
Z

カ
シ
ュ
ウ
調
門
衣
楓
集
一
加
。

大
来
寺
氾
山
の
著
で
、
封
客
随
鍍
・
帯
磁
戒
口
訣
等

糠
門
の
事
を
論
排
し
た
も
の
。
正
徳
元
年
門
人
白
随

の
序
が
あ
る
。

ト
ウ
ヤ
積
屋
鳳
至
郡
大
屋
庄
に
臨
す
る
邸
帯
。

越
m
R
賀
三
州
志
衆
国
紙
覧
に
、
『
宿
屋
は
、
昔
.
西
行
能

管
凶
い
な
や
つ
の
郡
南
向
の
澗
申
に
て
、
松
島
の
見

、

'
司
、
-
d
a
4
4
3
ι

仰
上
人
に
逢
ふ
と
、
西
行
集
に
い
へ
る
も
の
此
腕
と

あ
り
。
後
人
の
臆
設
な
る
か
、
員
賢
は
不
可
考
。
』
と

い
ひ
、
こ
L
に
商
行
集
と
い
ふ
は
損
集
秒
の
こ
と
で

あ
る
。
能
管
名
跡
志
は
そ
の
溜
跡
を
珠
洲
榔
布
捕
で

あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
信
じ
得
ぬ
。

ト
ウ
ヤ
蛍
屋
一
に
お
笛
と
も
笛
元
と
も
い
ふ
。

跡
祉
の
祭
穂
に
常
っ
て
、
交
番
に
特
抹
任
務
に
括
る

も
の
L
翻
で
、
そ
の
常
番
た
る
者
は
家
柄
を
以
て
定

ま
り
、
資
箆
を
以
て
定
ま
り
、
年
齢
を
以
て
定
め
る

も
あ
る
。
こ
の
習
俗
は
能
菅
に
の
み
見
る
。

ト
ウ
ヤ
ザ
カ
蛍
夜
摂
判
一
川
鳳
軍
部
谷
内
の

部
務
か
ら
北
河
内
に
越
え
る
坂
勝
。
そ
の
最
高
地
点

を
四
辻
，
悼
と
い
ふ
。
高
さ
四
三
六
米
。

ト
ウ
ユ
ウ
-
-
チ
ロ
ク
東
遊
目
録
一
加
。
堕
島

殺
者
。
著
者
は
初
め
京
師
に
遊
製
し
て
跨
た
が
、
弘

化
二
年
秋
江
戸
に
締
ず
る
こ
と
に
な
り
、
十
二
日
を

質
し
て
徒
歩
東
行
し
た
。
本
替
は
波
文
で
綴
っ
た
そ

の
時
の
日
記
で
あ
る
。
千
秋
憶
爾
之
に
序
と
静
訴
と

を
加
へ
、
後
明
治
十
一
年
門
人
戸
水
信
義
等
勅
め
て

刊
行
せ
し
め
た
。

ト
ウ
ヨ
ウ
桃
妖

J
イ
グ
ミ
ヤ
ト
ウ
ヨ
ウ
泉

屋
桃
妖
。

ド
ウ
ヨ
ウ
イ
ン
桐
陽
院
大
型
寺
務
京
第
七
代

前
倒
利
物
の
夫
人
前
倒
氏
の
法
焼
。
詳
し
く
は
桐
陽

院
簸
鳳
宗
附
大
姉
。

ト
ウ
ヨ
ウ
ヒ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
-
-
ツ
キ
東
洋
漂
流
日

記
一
加
。
弘
化
三
年
五
用
水
遊
逸
民
河
合
篤
治
者
。

弘
化
二
年
九
周
銭
屋
喜
太
郎
の
持
舶
に
采
組
ん
だ
抑

飴
顕
次
兵
衛
以
下
十
三
人
が
房
州
紳
に
於
い
て
腿
般

し
、
七
ヶ
周
波
流
の
後
厨
著
し
た
こ
と
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

ト
ウ
ラ
ン
ア
ン
各
蘭
庵
金
持
焦
風
俳
人
の
隠

焼
。
一
一
抄
先
づ
之
を
稽
へ
、
甘
谷
が
二
代
と
な
っ
た
。
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五
七
九


